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哺乳類以外の脊椎動物は、眼の他にも脳深部に
光受容器を持つことが100年余り前から知られて
いたが、脳深部光受容器の実体は謎に包まれて
いた。研究代表者は近年ウズラの脳深部で季節
の変化を感知する新規な光受容器オプシン5を同
定することに成功した。オプシン5は哺乳類にも存
在するが、その生理機能は謎に包まれていた。

哺乳類の新規光受容器の局在と機能の解明
鳥類の脳深部に存在し、季節を感じる新規な
光受容器オプシン5は哺乳類にも存在する
が、機能は明らかにされていなかった。本研
究ではマウスのオプシン5の発現部位を明ら
かにするとともに、光受容能を明らかにした。

魚類の脳深部で光を感知する季節センサー
を発見
魚類に特有の器官である血管嚢は300年以
上の間、機能未知の謎の臓器とされてきた。
本研究では、血管嚢に存在するコロネット細
胞が脳深部で光を受容して季節を感知する
季節センサーであることを発見した。

本研究では哺乳類のオプシン5の局在と光受容
能を明らかにした上で、ノックアウトマウスを用い
て生理機能を明らかにすることを目的とした。ま
た、これと並行して、様々な脊椎動物を用いて、
脊椎動物の脳深部光受容器の起源と進化につ
いて理解を深めることとした。
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脳深部光受容器は約24時間のリズムを刻む
概日時計の同調や季節の感知に寄与してい
ると考えられている。したがって、脳深部光受
容機構について理解が進めば、魚介類、家

禽、家畜の生産性の向上に貢献するととも
に、概日リズムに支配される疾患の理解や克
服に貢献することが期待される。
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マウスのオプシン5の発現と光応答。

魚類の脳深部において季節センサーとして働くことが明
らかになった血管嚢(SV)のコロネット細胞。


